
親権者指定(1/2) 

この申立書の写しは、法律の定めるところにより、申立ての内容を知らせるため、相手方に送付されます。 
                               受付印  

☑ 調停 

家事      申立書    親権者の指定 

□ 審判 
  

 （この欄に未成年者１人につき収入印紙１，２００円分を貼ってください。） 
 
 
 
 
 
                        （貼った印紙に押印しないでください。） 

  収 入 印 紙            円 
 

  予納郵便切手            円 

（注）太枠の中だけ記入してください。□の部分は、該当するものにチェックしてください。 

〇 〇  家 庭 裁 判 所 

御 中 

令和 〇 年 〇 月 〇 日 

申 立 人 
（又は法定代理人など） 
の 記 名 押 印 

 
     

甲 野 花 子       印 

 

添付書類 

 （審理のために必要な場合は、追加書類の提出をお願いすることがあります。） 
 ☑ 申立人の戸籍謄本（全部事項証明書）  ☑ 相手方の戸籍謄本（全部事項証明書） 

☑ 未成年者の戸籍謄本(全部事項証明書) □ 

 
 
 

準 口 頭 
  

申 

立 

人 

本  籍 

（国 籍） 

○ ○     都 道  ○○市○○町○番地 
府 県 

 
 住  所 

 〒 〇〇○ － 〇〇〇〇 

 〇〇県〇〇市〇〇町○丁目○番○号 〇〇アパート○号  （        方） 

 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

コウノ  ハナコ 

甲 野 花 子 
未成年者との続柄 

（ 母 ） 
 昭和 
平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 生 

      （     〇〇     歳）

相 

手 

方 

本  籍 

（国  籍） 

○ ○    都 道  〇〇市〇〇町〇〇番地 

府  県 

   
 住  所 

 〒 〇〇○ － 〇〇〇〇 

 〇〇県〇〇市〇〇町○丁目○番○号         （        方） 
 フ リ ガ ナ 
 

 氏  名 

コウノ  タロウ 

甲 野 太 郎 
未成年者との続柄 

（ 父 ） 

昭和 
平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 生 

    （    〇〇     歳）

未 

成 

年 

者 
本  籍 

（国  籍） 

     都 道    

府 県    申立人と同じ 
 

 住  所 
 〒        －  

申立人と同じ          （        方） 

                          フ リ ガ ナ 
 

 氏  名 

コウノ  シュン 
 

甲 野 隼 

平成 
令和  ○ 年 ○ 月 ○ 日 生 

     （    ○      歳） 

 

※ 本  籍 

（国  籍） 

    都 道   
府  県 

      
 住  所 

 〒        －  

 

 フ リ ガ ナ 
 

 氏  名 

 未成年者との続柄 

（    ） 

昭和 
平成   年   月   日 生 
令和       （       歳） 

 
※ 本  籍 

（国  籍） 

    都 道   
府  県 

   
 住  所 

 〒     －  

          （        方） 

 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

 

 未成年者との続柄 

（    ） 

昭和 
平成   年   月   日 生 
令和       （       歳） 

 

㊞ 

申立書を提出する裁判所 

作成年月日 

親
権
者
の
指
定
を
求
め
た
い
未
成
年

の
子
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
䣎 

（記入例）協議離婚の届出をするにあたり、 
別途親権者の指定を求める家事調停を申し

立てる場合（民法７６５条１項２号関係） 

印 

紙 

こ
の
欄
に
記
載
し
き
れ
な
い
当
事
者
は
䣍䣓
当

事
者
目
録
䣔
を
使
用
し
䣍
記
載
し
て
く
だ
さ

い
䣎 

※の部分は、申立人、相手方、未成年者等の区別を記載してください。 



この申立書の写しは、法律の定めるところにより、申立ての内容を知らせるため、相手方に送付されます。

親権者指定(2/2) 

 

              申    立    て    の    趣    旨 

当事者間の長男甲野隼（令和〇年〇月〇日生）の親権者を申立人に指定するとの調停を

求めます。

                申    立    て    の        理    由 

１ 申立人と相手方は、平成〇年〇月〇日婚姻し、長男をもうけましたが、夫婦関係が悪化し、 

令和〇年〇月〇日、申立人が長男を伴い別居しました。

２ 現在、相手方と協議離婚の手続を進めており、長男の親権に関する問題以外は相手方と話合いが

できているので、近日中には、離婚届を提出する予定です。

３ 申立人は、長男と引き続き同居し、単独の親権者として長男を養育することを希望しています。

他方で、相手方は、長男を引き取り、かつ、申立人と共同親権者として、長男の養育に関わりたい

と主張しています。話し合いを重ねましたが、長男の親権や住まいについては解決することができ

ないと考え、本件申立てをしました。 

４ 申立人が長男と同居し養育することが望ましい理由は………です。

また、申立人が単独で親権者となることが望ましい理由は………です。

親権や子と同居する親についての主張や考えの根拠としている具体的事情

があれば、記載してください（他に提出する事情説明書等の書面があれば、

その書面と重複する記載は必要ありません）。
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